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１．はじめに 

 東京都下水道局が平成７年から行っている、水再

生センター施設の耐震化は、将来想定される最大級

の地震動に対して、地震後もライフラインの機能を

維持する為に計画されている。本工事の対象構造物

は 2 連のボックスカルバート状の既設放流渠であり、

その片側を増し打ちにより耐震補強するものである。

（写真－１参照）本報では、品質の確保および省人化

を目的に、管渠内の狭隘な作業空間でのバイブレー

タによる締め固め困難な放流渠増し壁部に現場添加

型高流動化コンクリートを適用するために実施した

実大試験施工の結果について報告する。 

 

2. 構造物の概要 

2.1 構造物諸元 

本工事の既設放流渠は、平成３年に施工された。

内空高 3.0m×幅 2.5m、壁厚 0.3m、土被り約 3.0m

の鉄筋コンクリート製のボックスカルバートであり、

施工延長は約 830m である。 

耐震補強工は、既設構造物の内側に 20cm の増し

コンクリートを構築するものである。施工手順は、

底盤、壁、頂版の３部材に分けて施工を行い、底盤

および壁はコンクリートであり、頂版については、無

収縮モルタルを圧入する。今回の報告は、壁の施工に

ついて行う。 

2.2 コンクリート配合 

発注時のコンクリートの配合を表-1 に示す。呼び強度 2

４、セメントは高炉セメント B 種、水セメント比 52.5%、スラン

プ１２cm である。 

 

3. 本工事での問題点と対策 

3.1 品質の確保および省人化 

コンクリート打設時の品質の確保および省人化が課題

であった。放流渠内の作業空間は、型枠材等の幅を考慮

すると、有効幅が 1.5m 程度となる。また、排水管、給水

管、照明設備などの仮設備により、非常に狭隘な空間で

施工することになる。バイブレータの挿入は、頂版との空

間がないことから、挿入は困難なため、木槌で締め固める。

打設時の作業員が総勢１５名～20 名が必要である。 
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-

52.5 46.5 172 328 829 964 4.59 -

図－1 大林水門のパース 

表－1 コンクリート配合表（設計時点での配合）

写真-1 八王子水再生センター全景

図-1 全体平面図

写真-２ 壁部打設状況図-２ 標準部断面図
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3.2 コンクリートの材料選定 

そこで、品質の確保と省人化を目的に、JIS 配合のベ

ースコンクリートに増粘型一液タイプの高性能減水

剤を後添加して高流動化させる（図-３参照）現場添

加型高流動コンクリートを採用した。 

a）自己充填のため、締め固めが不要 

b）JIS 認定のベースコンクリートを出荷可能なプラ   

ントがあれば良い 

c）打設直前に高流動化させるので品質が安定する 

4. 実物大を使用したモデル施工 

(1)打設状況 

モデル施工は、写真-4 に示す実施工を模擬した壁

状試験体に現場添加型高流動コンクリートをコンク

リートポンプ車で打設した。コンクリートの充填状

況等を確認することが可能にするため、アクリル型

枠を使用した。 

(2)実験結果 

表-3に施工結果一覧表を示す。使用材料の変更前、

変更後の施工結果を以下の項目で比較した。 

5. おわりに 

今後、耐震補強工事において、同様な狭隘な施工

場所での施工は増加する。現場添加型高流動コンク

リートについて、現場を模擬した試験施工を実施し、

本施工で適用可能であることを確認することができ

た。安全等および品質（強度発現、ひび割れ抵抗性

等）について良好な結果が得られた。 

W/C s/a 単位量(kg/m3) 

(%) (%) 水 セメ

ント 
細骨

材 

粗骨

材 

混和

剤 

膨張

材 

44.0 50.2 175 398 853 854 3.78 20 

 通常

【30-21-20BB】 

高流動化

【40-60-20BB】 

労務費（締固・清掃） 土工８名 土工２名 

安全(作業環境) × ◎ 

品質（圧縮強度） ○ ○ 

品質（表層仕上り） △（ムラ有） ○（あばた小） 

工期短縮 40m/日 80m/日 

表－２ ベースコンクリート【40-21-20BB】配合表

写真－３ 流動化前          流動化後

写真－４ 実物大モデル全景 

表－３ 施工結果一覧 

図－３ 奥村式現場添加型高流動コンクリート イメージ図

土木学会第73回年次学術講演会(平成30年8月)

 

-1242-

Ⅵ-621

 


